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((価価格格⾼⾼騰騰のの要要因因やや対対応応のの検検証証をを実実施施))  

令和7(2025)年8⽉、農林⽔産省は、令和6(2024)年夏以降の価格⾼騰の要因や対応の検
証を取りまとめ、⽶の安定供給等実現関係閣僚会議で公表しました。 

以下では、同会議で公表された内容を中⼼に、令和7(2025)年産⽶の価格の⾼⽌まりの
要因等について、要点を整理して紹介します。 

⽶の価格⾼騰の主な要因としては、⽣産量が需要量を下回っていたことが挙げられます。 
近年、主⾷⽤⽶の需要量は、⼈⼝減少等により減少傾向で推移してきているとして、農

林⽔産省は、そのマイナス・トレンドの継続を前提として、需要量の⾒通しを作成すると
ともに、その減少する需要⾒通しを踏まえて⽣産量も減少の⾒通しを作成してきました。
これに応じて、⽣産⾯では、作柄がほぼ平年並みで推移する中で、令和4(2022)年産の実
際の⽣産量は前年産に⽐べ31万t減少し、その後の令和5(2023)、6(2024)年産もおおむね
横ばいで推移しました。また、令和5(2023)年産は⾼温障害等により精⽶歩留りが悪く精
⽶ベースの供給量が減少しました。⼀⽅で、需要⾯では令和5/6(2023/24)、6/7(2024/25)
年の実際の需要量1は、インバウンド2需要や、精⽶歩留りが悪かったことによる⽞⽶ベー
スでの必要量の増加に加え、家計購⼊量の増加等の1⼈当たり消費量の増加により、増加
傾向で推移し、需要の⾒通しと実績に乖離

か い り
が⽣じました(図図表表  特特--44、、図図表表  特特--55)。 

この結果、令和5/6(2023/24)年以降、⽣産量が需要量に対し不⾜し、⺠間在庫を取り崩
して需要量に⾒合う供給量を確保せざるを得ない状況となりました(図図表表  特特--66)。⺠間在庫
の減少に伴い、流通段階では、翌年の端境期に⽶が不⾜するとの不安が⾼まり、集荷競争
が発⽣しました。卸売業者等では、新規の調達ルートの開拓や、同業者間で取引するスポ
ット市場を通じた⽐較的⾼い価格での⽶の調達が⾏われることとなり、⽶の価格が⾼騰し

 
1 需要量は、実績値。「令和5/6(2023/24)年」の場合は、令和5(2023)年7⽉〜6(2024)年6⽉までの需要量を指す。 
2 訪⽇外国⼈旅⾏者のこと 

図表 特-3 ⺠間貿易による⽶の輸⼊量 

資料：財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成 
注：枠外関税を⽀払って、⺠間貿易により輸⼊された⽶(もみ、⽞

⽶、精⽶、砕⽶の合計)の数量 

図表 特-2 ⽶の相対取引価格 

（単位：t）
輸⼊量

令和2(2020)年 832
  3(2021) 800
  4(2022) 830
  5(2023) 728
  6(2024) 1,015
  7(2025) 96,834
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資料：農林⽔産省作成 
注：1) 相対取引価格とは、集荷業者・卸売業者間で取引されてい

る価格 
2) 出回り〜翌年10⽉(令和7(2025)年産は令和8(2026)年2⽉)

までの全銘柄平均価格 
3) ⽞⽶ベースの数値 

 

 

 
特特集集＿＿⽶⽶のの安安定定供供給給にに向向けけたた対対応応  

 
 
我が国の主⾷である⽶については、令和6(2024)年夏の端境期において、⽣産量が需要

量に対し不⾜し、⺠間在庫が減少傾向となる中、南海
なんかい

トラフ地震臨時情報の発表や地震、
台⾵に伴う購買量の増加による品薄等をきっかけに、令和7(2025)年に⼊り、⼩売価格が
前年の約2倍に⾼騰し、その供給に対する不安が⾼まりました。このため、⽣産性向上を
通じた持続的な⽣産等による安定供給の実現に向け、政府は令和7(2025)年6⽉に「⽶の安
定供給等実現関係閣僚会議」を開催し、農林⽔産省において、対応の⽅向性について取り
まとめたところです。 

本特集では、このような⽶の価格⾼騰の要因や対応の検証、これを踏まえた対応策につ
いて紹介します。 
 

((11))  ⽶⽶のの価価格格⾼⾼騰騰のの要要因因やや対対応応のの検検証証  
((⽶⽶のの⼩⼩売売価価格格はは、、約約22倍倍にに⾼⾼騰騰))  

令和7(2025)年5⽉の⽶の⼩売価格は、前年同⽉の約2倍の価格となりました(図図表表  特特--11)。
新⽶が本格的に出回り始めた同年9⽉以降も横ばいで推移しています。集荷業者と卸売業
者間の相対取引価格を⾒ると、令和6(2024)年産が前年産に⽐べ64.4%上昇し、さらに令和
7(2025)年産が、令和8(2026)年2⽉時点で前年産に⽐べ44.2%上昇しています(図図表表  特特--22)。 

⼀⽅、⽶の価格⾼騰の影響により、⽶の輸⼊量も増加しました。国家貿易の中で輸⼊さ
れ、主に主⾷⽤に流通するSBS1⽶が輸⼊枠上限の10万t輸⼊されたほか、令和7(2025)年の
⺠間貿易による⽶の輸⼊量は9万6,834tと前年に⽐べ⼤幅に増加しており、今後もこの傾向
が続けば、国産の主⾷⽤⽶等の需要が減少し、国内⽣産に影響を及ぼすことが懸念されま
す(図図表表  特特--33)。 

 

 
1 Simultaneous Buy and Sellの略で、売買同時契約のこと 

図表 特-1 ⽶の⼩売価格 

資料：株式会社KSP-SPが提供するPOSデータを基に農林⽔産省作成 
注：1) 株式会社KSP-SPが提供するPOSデータは、全国約1千店舗のスーパーから購⼊したデータに基づくもの 

2) 令和6(2024)年1⽉1⽇〜8(2026)年3⽉29⽇の週別の数値で、横軸の⽉は、各⽉1週⽬を⽰す。 
3) 全POSデータの平均値 
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((価価格格⾼⾼騰騰のの要要因因やや対対応応のの検検証証をを実実施施))  
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((22))  ⽶⽶のの安安定定供供給給にに向向けけたた取取組組  
((政政府府備備蓄蓄⽶⽶をを売売りり渡渡しし))  

農林⽔産省では、流通の円滑化を図るため、令和6(2024)年度から政府備蓄⽶の⼀般競
争⼊札による売渡しを開始しました(図図表表  特特--77)。⼊札は、集荷業者を対象に令和7(2025)
年3⽉に2回、同年4⽉に1回⾏われ、約31万tの政府備蓄⽶を売り渡しましたが、同年5⽉上
旬時点の⼩売業者、中⾷・外⾷事業者までの流通は約1割にとどまっていました。 

このような状況を改善し、早く、安定した価格で⽶を供給する⽬的で、同年5⽉26⽇か
ら随意契約による売渡しの受付を開始し、⼩売業者、中⾷・外⾷事業者等を対象に約28万
tの政府備蓄⽶を売り渡しました。 

また、加⼯原材料⽤の国産⽶の供給量が⼤きく減少したことから、加⼯原材料⽤⽶穀の
需要者を対象に、同年8⽉1⽇から政府備蓄⽶の売渡しを開始し、約5万tを売り渡しました。 

 

図表 特-6 主⾷⽤⽶の⽣産量、需要量、⺠間在庫量 

資料：農林⽔産省作成 
注：1) ⽣産量は農林⽔産省「作物統計」、需要量、⺠間在庫量は農林⽔産省「⽶穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」の数値 

2) 需要量は、実績値。「平成27/28(2015/16)年」の場合は、平成27(2015)年7⽉〜28(2016)年6⽉までの需要量を指す。 
3) ⺠間在庫量は、当年6⽉末の実績値。「平成27/28(2015/16)年」の場合は、平成28(2016)年6⽉末時点の⺠間在庫量を指す。 
4) ⽞⽶ベースの数値 
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ました。 
しかしながら、農林⽔産省では、需要のマイナス・トレンドの継続を前提として需要を

⾒通していたこと等から、⽣産量が⾜りていると認識していました。このため、流通実態
の把握に消極的で、マーケットへの情報発信や対話が不⼗分であり、また、政府備蓄⽶に
ついても、不作時に備蓄⽶を放出するというルールの下、放出時期が遅延したこと等によ
り、卸売業者等の不安感を払拭できず、このことが更なる⽶の価格⾼騰につながりました。 

また、令和7(2025)年産⽶について、需要量を上回る⼗分な供給量が確保されています
が、令和6(2024)年夏からの⽶の不⾜感により集荷競争が激化し、⽣産量が判明する以前
から集荷価格が著しく上昇したことで、価格の⾼⽌まりにつながっていることが考えられ
ます。 

 

 
 

 

図表 特-5 需要が増えたと考えられる主な要因 

需要実績が増加した要因を全て特定することは難しいが、 
・⽶の相対的な値頃感(令和5/6(2023/24)年) 
・⽶不⾜に対する不安・消費者⼼理(令和6/7(2024/25)年) 
が影響したか。 

資料：農林⽔産省「第3回⽶の安定供給等実現関係閣僚会議」(令和7(2025)年8⽉開催)資料を基に作成 
注：家計購⼊量(kg/世帯)は精⽶ベースの数値。その他は⽞⽶ベースの数値 
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((22))  ⽶⽶のの安安定定供供給給にに向向けけたた取取組組  
((政政府府備備蓄蓄⽶⽶をを売売りり渡渡しし))  

農林⽔産省では、流通の円滑化を図るため、令和6(2024)年度から政府備蓄⽶の⼀般競
争⼊札による売渡しを開始しました(図図表表  特特--77)。⼊札は、集荷業者を対象に令和7(2025)
年3⽉に2回、同年4⽉に1回⾏われ、約31万tの政府備蓄⽶を売り渡しましたが、同年5⽉上
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tの政府備蓄⽶を売り渡しました。 
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事業者の調査対象を拡⼤しました。 
⽣産者の在庫数量等に関する聴き取り調査1では、令和6(2024)年産⽶について、⽣産者

の出荷数量のうち農協系統等の集荷業者への出荷数量は前年産に⽐べ34万t減少していた
⼀⽅、⽣産者の直接販売等は48万8千t増加していたことが分かりました(図図表表  特特--88)。この
ように、多様化する流通実態を把握するためには、⽣産者から出荷される⽶の約半分が流
通する集荷業者以外の業者等の仕⼊れ、販売、在庫の実態も定期的に把握する必要がある
ことが明らかとなりました。 

 

 
 
また、精⽶歩留りの状況調査では、令和

5(2023)、6(2024)年産の歩留りが、令和
2(2020)〜4(2022)年産の平均に⽐べ低か
ったことが分かりました(図図表表  特特--99)。この
歩留りの低下により、⽞⽶ベースでの必要
量は、令和5(2023)年産では10万⽞⽶t程度、
令和6(2024)年産では6万⽞⽶t程度増加し、
その分需要の増加要因として影響している
と考えられ、需要を⾒通すためには、精⽶
ベースでの流通実態も把握する必要がある
ことが明らかとなりました。 

さらに、主要⾷糧の需給及び価格の安定に関する法律(以下「⾷糧法」という。)に基づ
く全届出業者を対象に実施した、仕⼊れ・販売・在庫数量の調査では、回答率が約2割に
とどまり、実効性のある把握⼿法の仕組みを含め、検討する必要があることが明らかにな
りました。このため、報告をしていない者の状況の把握に向けて、令和7(2025)年9⽉から、
期⽇までに報告がなかった者のうち、届出時点の年間取扱数量が300t以上の業者に対する
フォローアップ調査を実施しました。 

 

 
1 令和7(2025)年6⽉末時点 

図表 特-8 ⽣産者の在庫数量等 

資料：農林⽔産省作成 
注：1) ⽣産者の在庫数量等に関する聴き取り調査の結果から、2020年農林業センサスの作付規模の階層別作付⾯積のシェアを⽤いて、⽣産者

全体の在庫数量等を推計 
2) 収穫量は農林⽔産省「作物統計」の数値 
3) ⽞⽶ベースの数値 
 

（単位：千t）

うち集荷業者
への出荷

うち⽣産者
直接販売等

令和6(2024)年6⽉時点 6,610 5,710 3,250 2,460 569 331
  7(2025)年6⽉時点 6,792 5,858 2,910 2,948 600 335

前年差 182 148 -340 488 31 3

在庫数量収穫量 出荷数量
⽣産者消費

(無償譲渡含む)

図表 特-9 精⽶歩留り 

資料：農林⽔産省作成 

（単位：%）
精⽶歩留り

令和2(2020)年産 89.7
3(2021) 90.3
4(2022) 90.0
5(2023) 88.6
6(2024) 89.2

令和2(2020)〜4(2022)年産の平均 90.0

 

 
 

((ミミニニママムム・・アアククセセスス⽶⽶のの⼊⼊札札をを前前倒倒ししでで実実施施))  
政府備蓄⽶の売渡しに加えて、ミニマム・アクセス⽶(以下「MA⽶」という。)の買⼊

⼊札時期の前倒しにも取り組みました。 
我が国では、ガット・ウルグアイ・ラウンド合意に基づき、⽶についての最低限の輸⼊

機会を提供するため、年間77万⽞⽶tの無税の輸⼊枠を設定し、MA⽶を輸⼊しています。
MA⽶については、国産⽶の需給に悪影響を与えないよう国家貿易で管理しており、その
⼤部分を占める⼀般MA⽶は、加⼯⽤、飼料⽤等の⾮主⾷⽤に販売しています。しかし、
不測の事態が⽣じた際に、政府備蓄⽶を活⽤してもなお、供給が不⾜する場合には、MA
⽶を活⽤することとしており、売渡しにより政府備蓄⽶の在庫⽔準が低下する中、万が⼀
の事態に備えていくことも重要です。 

このようなことから、令和7(2025)年度輸⼊分の⼀般MA⽶については、買⼊⼊札時期の
前倒しを⾏い、令和7(2025)年6⽉に1回⽬の⼊札を実施するとともに、国産の主⾷⽤⽶の
品質に近い、中粒種の輸⼊量を増加させました。 

また、MA⽶のうち年間10万tを上限に、主に主⾷⽤に流通するSBS輸⼊を⾏っています
が、これについても、国産⽶の価格が⾼⽌まりする中で、安価で安定的な⽶の供給を図る
ため、1回⽬の⾒積合わせを前倒しして、同年同⽉に実施しました。 

 
((⽶⽶のの流流通通実実態態のの把把握握のの強強化化にに向向けけたた緊緊急急調調査査をを実実施施))  

農林⽔産省では、⽶の流通実態をより詳細に把握するため、令和7(2025)年6⽉に緊急調
査として、新たに⽣産者の在庫・出荷先・数量の調査等を⾏うとともに、⽶の出荷・販売

図表 特-7 政府備蓄⽶の売渡状況 

資料：農林⽔産省作成 
注：1) 60kg当たり売渡価格(税抜き)のうち、⼀般競争⼊札による売渡しは、⼊札による落札価格の加重平均価格。随意契約による売渡しは、

随意契約における販売価格(加⼯原材料向け以外は、1等⽶価格) 
2) ⼀般競争⼊札による売渡し、随意契約による売渡しのうち受付開始⽇が令和7(2025)年5⽉26⽇〜6⽉20⽇の政府備蓄⽶は、⽞⽶ベー

スの数値 
 

約5万t

約31万t

約28万t

売
渡
⽅
法

⼊札実施⽇
/受付開始⽇

対象者 対象⽶穀
60kg当たり

売渡価格
（税抜き）

売渡数量

令和7(2025)年
3⽉10⽇〜12⽇

集荷業者
令和6(2024)年産⽶ 10万t
  5(2023)年産⽶   5万t

21,217円（加重平均価格）
      6(2024)年産⽶ 100,190t
      5(2023)年産⽶   41,606t

3⽉26⽇〜28⽇ 集荷業者
  6(2024)年産⽶   4万t
  5(2023)年産⽶   3万t

20,722円（同上）
      6(2024)年産⽶  40,179t
      5(2023)年産⽶  30,157t

4⽉23⽇〜25⽇ 集荷業者   5(2023)年産⽶  10万t 20,302円（同上）        5(2023)年産⽶ 100,164t

5⽉26⽇ ⼤⼿⼩売業者
  4(2022)年産⽶ 20万t
  3(2021)年産⽶ 10万t

  4(2022)年産⽶ 11,010円
  3(2021)年産⽶ 10,080円

      4(2022)年産⽶ 187,940t
      3(2021)年産⽶   12,698t

中⼩⼩売業者   3(2021)年産⽶   6万t   3(2021)年産⽶ 10,080円   3(2021)年産⽶   28,074t
⽶穀⼩売店   3(2021)年産⽶   2万t   3(2021)年産⽶ 10,080円   3(2021)年産⽶   10,531t

⼤⼿⼩売業者   3(2021)年産⽶   16,913t
中⼩⼩売業者   3(2021)年産⽶     5,192t
⽶穀⼩売店   3(2021)年産⽶     7,766t

6⽉20⽇ 中⾷・外⾷(給⾷等)事業者   3(2021)年産⽶   10,862t

8⽉1⽇ 加⼯原材料⽤⽶穀の需要者        2(2020)年産⽶ 7.5万t
      2(2020)年産⽶
                ⽞⽶       9,110円
                精⽶  11,248円

         2(2020)年産⽶
                ⽞⽶     50,930t
                精⽶    1,242t

⼀
般
競
争
⼊
札
に
よ
る
売
渡
し

随
意
契
約
に
よ
る
売
渡
し

5⽉30⽇

6⽉11⽇   3(2021)年産⽶ 12万t
  2(2020)年産⽶ 10万t

  3(2021)年産⽶ 10,080円
  2(2020)年産⽶   9,140円

8

米の安定供給に向けた対応特集

農村白書2026_1-0-2_特集.indd   8農村白書2026_1-0-2_特集.indd   8 2026/05/13   18:25:102026/05/13   18:25:10



 

事業者の調査対象を拡⼤しました。 
⽣産者の在庫数量等に関する聴き取り調査1では、令和6(2024)年産⽶について、⽣産者

の出荷数量のうち農協系統等の集荷業者への出荷数量は前年産に⽐べ34万t減少していた
⼀⽅、⽣産者の直接販売等は48万8千t増加していたことが分かりました(図図表表  特特--88)。この
ように、多様化する流通実態を把握するためには、⽣産者から出荷される⽶の約半分が流
通する集荷業者以外の業者等の仕⼊れ、販売、在庫の実態も定期的に把握する必要がある
ことが明らかとなりました。 

 

 
 
また、精⽶歩留りの状況調査では、令和

5(2023)、6(2024)年産の歩留りが、令和
2(2020)〜4(2022)年産の平均に⽐べ低か
ったことが分かりました(図図表表  特特--99)。この
歩留りの低下により、⽞⽶ベースでの必要
量は、令和5(2023)年産では10万⽞⽶t程度、
令和6(2024)年産では6万⽞⽶t程度増加し、
その分需要の増加要因として影響している
と考えられ、需要を⾒通すためには、精⽶
ベースでの流通実態も把握する必要がある
ことが明らかとなりました。 

さらに、主要⾷糧の需給及び価格の安定に関する法律(以下「⾷糧法」という。)に基づ
く全届出業者を対象に実施した、仕⼊れ・販売・在庫数量の調査では、回答率が約2割に
とどまり、実効性のある把握⼿法の仕組みを含め、検討する必要があることが明らかにな
りました。このため、報告をしていない者の状況の把握に向けて、令和7(2025)年9⽉から、
期⽇までに報告がなかった者のうち、届出時点の年間取扱数量が300t以上の業者に対する
フォローアップ調査を実施しました。 

 

 
1 令和7(2025)年6⽉末時点 

図表 特-8 ⽣産者の在庫数量等 

資料：農林⽔産省作成 
注：1) ⽣産者の在庫数量等に関する聴き取り調査の結果から、2020年農林業センサスの作付規模の階層別作付⾯積のシェアを⽤いて、⽣産者

全体の在庫数量等を推計 
2) 収穫量は農林⽔産省「作物統計」の数値 
3) ⽞⽶ベースの数値 
 

（単位：千t）

うち集荷業者
への出荷

うち⽣産者
直接販売等

令和6(2024)年6⽉時点 6,610 5,710 3,250 2,460 569 331
  7(2025)年6⽉時点 6,792 5,858 2,910 2,948 600 335

前年差 182 148 -340 488 31 3

在庫数量収穫量 出荷数量
⽣産者消費

(無償譲渡含む)

図表 特-9 精⽶歩留り 

資料：農林⽔産省作成 

（単位：%）
精⽶歩留り

令和2(2020)年産 89.7
3(2021) 90.3
4(2022) 90.0
5(2023) 88.6
6(2024) 89.2

令和2(2020)〜4(2022)年産の平均 90.0

 

 
 

((ミミニニママムム・・アアククセセスス⽶⽶のの⼊⼊札札をを前前倒倒ししでで実実施施))  
政府備蓄⽶の売渡しに加えて、ミニマム・アクセス⽶(以下「MA⽶」という。)の買⼊

⼊札時期の前倒しにも取り組みました。 
我が国では、ガット・ウルグアイ・ラウンド合意に基づき、⽶についての最低限の輸⼊

機会を提供するため、年間77万⽞⽶tの無税の輸⼊枠を設定し、MA⽶を輸⼊しています。
MA⽶については、国産⽶の需給に悪影響を与えないよう国家貿易で管理しており、その
⼤部分を占める⼀般MA⽶は、加⼯⽤、飼料⽤等の⾮主⾷⽤に販売しています。しかし、
不測の事態が⽣じた際に、政府備蓄⽶を活⽤してもなお、供給が不⾜する場合には、MA
⽶を活⽤することとしており、売渡しにより政府備蓄⽶の在庫⽔準が低下する中、万が⼀
の事態に備えていくことも重要です。 

このようなことから、令和7(2025)年度輸⼊分の⼀般MA⽶については、買⼊⼊札時期の
前倒しを⾏い、令和7(2025)年6⽉に1回⽬の⼊札を実施するとともに、国産の主⾷⽤⽶の
品質に近い、中粒種の輸⼊量を増加させました。 

また、MA⽶のうち年間10万tを上限に、主に主⾷⽤に流通するSBS輸⼊を⾏っています
が、これについても、国産⽶の価格が⾼⽌まりする中で、安価で安定的な⽶の供給を図る
ため、1回⽬の⾒積合わせを前倒しして、同年同⽉に実施しました。 

 
((⽶⽶のの流流通通実実態態のの把把握握のの強強化化にに向向けけたた緊緊急急調調査査をを実実施施))  

農林⽔産省では、⽶の流通実態をより詳細に把握するため、令和7(2025)年6⽉に緊急調
査として、新たに⽣産者の在庫・出荷先・数量の調査等を⾏うとともに、⽶の出荷・販売

図表 特-7 政府備蓄⽶の売渡状況 

資料：農林⽔産省作成 
注：1) 60kg当たり売渡価格(税抜き)のうち、⼀般競争⼊札による売渡しは、⼊札による落札価格の加重平均価格。随意契約による売渡しは、

随意契約における販売価格(加⼯原材料向け以外は、1等⽶価格) 
2) ⼀般競争⼊札による売渡し、随意契約による売渡しのうち受付開始⽇が令和7(2025)年5⽉26⽇〜6⽉20⽇の政府備蓄⽶は、⽞⽶ベー

スの数値 
 

約5万t

約31万t

約28万t

売
渡
⽅
法

⼊札実施⽇
/受付開始⽇

対象者 対象⽶穀
60kg当たり

売渡価格
（税抜き）

売渡数量

令和7(2025)年
3⽉10⽇〜12⽇

集荷業者
令和6(2024)年産⽶ 10万t
  5(2023)年産⽶   5万t

21,217円（加重平均価格）
      6(2024)年産⽶ 100,190t
      5(2023)年産⽶   41,606t

3⽉26⽇〜28⽇ 集荷業者
  6(2024)年産⽶   4万t
  5(2023)年産⽶   3万t

20,722円（同上）
      6(2024)年産⽶  40,179t
      5(2023)年産⽶  30,157t

4⽉23⽇〜25⽇ 集荷業者   5(2023)年産⽶  10万t 20,302円（同上）        5(2023)年産⽶ 100,164t

5⽉26⽇ ⼤⼿⼩売業者
  4(2022)年産⽶ 20万t
  3(2021)年産⽶ 10万t

  4(2022)年産⽶ 11,010円
  3(2021)年産⽶ 10,080円

      4(2022)年産⽶ 187,940t
      3(2021)年産⽶   12,698t

中⼩⼩売業者   3(2021)年産⽶   6万t   3(2021)年産⽶ 10,080円   3(2021)年産⽶   28,074t
⽶穀⼩売店   3(2021)年産⽶   2万t   3(2021)年産⽶ 10,080円   3(2021)年産⽶   10,531t

⼤⼿⼩売業者   3(2021)年産⽶   16,913t
中⼩⼩売業者   3(2021)年産⽶     5,192t
⽶穀⼩売店   3(2021)年産⽶     7,766t

6⽉20⽇ 中⾷・外⾷(給⾷等)事業者   3(2021)年産⽶   10,862t

8⽉1⽇ 加⼯原材料⽤⽶穀の需要者        2(2020)年産⽶ 7.5万t
      2(2020)年産⽶
                ⽞⽶       9,110円
                精⽶  11,248円

         2(2020)年産⽶
                ⽞⽶     50,930t
                精⽶    1,242t

⼀
般
競
争
⼊
札
に
よ
る
売
渡
し

随
意
契
約
に
よ
る
売
渡
し

5⽉30⽇

6⽉11⽇   3(2021)年産⽶ 12万t
  2(2020)年産⽶ 10万t

  3(2021)年産⽶ 10,080円
  2(2020)年産⽶   9,140円
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((新新たたなな算算出出⽅⽅法法にによよるる需需給給⾒⾒通通ししをを公公表表))  
令和5/6(2023/24)、6/7(2024/25)年の需要実績と需要⾒通しに乖離が⽣じたことを受け、

令和7(2025)年9、10⽉に、令和7/8(2025/26)、8/9(2026/27)年の需給⾒通しの算出⽅法に
ついて、⾒直しを⾏いました。具体的には、需要⾒通しは、⼈⼝減少や直近の1⼈当たり
精⽶ベースの消費量の実績、インバウンド需要の動向、精⽶歩留りを考慮した幅で設定す
るとともに、これを検証するものとして、とう精数量・精⽶歩留りの実績を踏まえた需要
量の推計を⾏うこととしました。⽣産⾒通しについては、需要⾒通しに対して余裕を持っ
て設定するという考えの下、令和8(2026)年産の主⾷⽤⽶等の⽣産量の⾒通しとしては、
令和8/9(2026/27)年の需要⾒通しの上位値に合わせ余裕を持って設定し、今後の⽣産量や
需要量の変動の把握に努め、必要に応じて柔軟に⾒直していくこととしました。このため、
収穫量の確定値や最新のとう精数量、精⽶歩留り等を踏まえて更新し、令和8(2026)年3⽉
に公表した需給⾒通しにおいて、同年6⽉末時点の⺠間在庫量の⾒通しは⽞⽶ベースで221
〜234万tとなっており、直近10年程度で最も⾼い在庫⽔準に相当する⾒込みです(図図表表  特特
--1100)。さらに、需給を把握するためには、⽞⽶ベースのみでなく、精⽶ベースでの把握も
必要なことから、精⽶ベースでの需給⾒通しの公表も⾏うこととしました。 

 

 
  
((⾷⾷料料シシスステテムム法法にに基基づづくく⽶⽶ののココスストト指指標標作作成成にに向向けけてて検検討討))  

⽶の⽣産コストは、近年の肥料・農薬等の物財費や⼈件費の上昇の影響を受けています。 

図表 特-10 主⾷⽤⽶等の需給⾒通し 
(令和7/8(2025/26)年の主⾷⽤⽶等の需給⾒通し) 

(令和8/9(2026/27)年の主⾷⽤⽶等の需給⾒通し) 

資料：農林⽔産省「⽶穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」(令和8(2026)年3⽉公表)を基に作成 
 

（単位：万t）
⽞⽶ベース 精⽶ベース

155 138
747 663

 うち⽣産者ふるい⽬幅以上 718
 うち⽣産者ふるい⽬幅未満のうち、
 主⾷⽤への供給⾒込量

29

23 21
925 823

691〜704 614〜626
221〜234 197〜208

令和7/8(2025/26)年主⾷⽤⽶等供給量計
     令和7/8(2025/26)年主⾷⽤⽶等需要量
     令和8(2026)年6⽉末⺠間在庫量

 令和7(2025)年6⽉末⺠間在庫量
 令和7(2025)年産主⾷⽤⽶等⽣産量

令和7/8(2025/26)年政府備蓄⽶供給量

（単位：万t）
⽞⽶ベース 精⽶ベース

221〜234 197〜208
711 630〜635

932〜945 826〜844
696〜711 622〜630
221〜249 196〜222  令和9(2027)年6⽉末⺠間在庫量

令和8/9(2026/27)年主⾷⽤⽶等供給量計

  令和8(2026)年6⽉末⺠間在庫量
  令和8(2026)年産主⾷⽤⽶等⽣産量

  令和8/9(2026/27)年主⾷⽤⽶等需要量

 

((33))  ⽶⽶のの価価格格⾼⾼騰騰のの要要因因とと対対応応のの検検証証をを踏踏ままええたた対対応応策策とと今今後後にに向向けけてて  
((⽣⽣産産量量にに関関すするる統統計計調調査査のの精精度度向向上上にに向向けけたた取取組組をを実実施施))  

⽔稲の収穫量に関する統計については、⽣産現場の実感と乖離があるとの指摘があった
ことを踏まえ、その要因の分析と⾒直しを⾏い、⽣産現場の実感に合った情報の提供と、
精度向上に取り組みました。 

具体的には、令和6(2024)年産までは、過去30年のトレンドを基にした平年収量との⽐
較である「作況指数」を公表していましたが、近年の⾼温等が収量に与える影響を⼗分に
反映できておらず、⽣産現場の実感との乖離の要因となっていました。このため、令和
7(2025)年産から、作況指数に替えて、直近5年中3年の平均収量と⽐較する「作況単収指
数」を新たに公表することとしました。 

また、主⾷⽤⽶の収穫量を把握するためのふるい⽬幅を⽣産者が使⽤している⼤きなも
のに変更しました。具体的には、⽶は、収穫後、ふるい等により選別されますが、統計調
査では、主⾷⽤として供給される可能性のある⽞⽶の全量を把握することを⽬的としてお
り、1.70mmのふるい⽬幅で選別して、主⾷⽤⽶の収穫量を算定していました。⼀⽅、⽣
産現場では、品位を⾼めるため、より⼤きなふるいを⽤いて選別し、このふるいに残った
⽶を収穫量として認識していました。このため、⽣産者が使⽤するふるい⽬幅と統計調査
で使⽤するふるい⽬幅が異なることが、実感との乖離の要因となっていました。このこと
から、新たに⽣産者が使⽤するふるい⽬幅ベースで主⾷⽤の収穫量を算定し公表すること
としました1。 

このほか、⽩
しろ

未 熟 粒
みじゅくりゅう

、 着 ⾊ 粒
ちゃくしょくりゅう

、胴割
どうわれ

粒
りゅう

等の割合を新たに公表するなど、公表内容
を⾒直しました。さらに、都道府県や農業団体等の関係機関から気象や病⾍害の被害情報
等をきめ細かに収集し、調査結果に反映するなどの取組を⾏いました。 

⽣産者が使⽤しているふるい⽬幅(1.80〜1.90mm)ベースでの令和7(2025)年産の収穫量
(主⾷⽤)は、718万1千tと、前年産に⽐べ10.2%増加しました。これは、同年産⽶の備蓄⽶
の買⼊れを中⽌したことや、新規需要⽶等からの作付転換等があったため、主⾷⽤作付⾯
積が136万7千haと、前年産に⽐べ8.6%増加したことに加え、10a当たり収量が526kgと、
前年産に⽐べ1.3%増加したことによるものです。これまで公表していたふるい⽬幅
1.70mmベースでの収穫量(主⾷⽤)で⾒ると、746万8千tと、前年産に⽐べ10.0%増加して
います。 

くわえて、精度向上に向けて、⽣産者の収穫量データを活⽤した新たな調査⼿法の導⼊
に向けた取組を進めています。具体的には、令和7(2025)、8(2026)年産において、試⾏的
に⽣産者等から収穫量に関するデータを収集するなどのほか、⽣産者団体の乾燥調製施設
のデータについて、統計的に活⽤可能か検証するなど、調査⼿法を検証した上で、令和
9(2027)年産から、⽣産者等の収穫量データを活⽤した調査の本格導⼊を⽬指すこととし
ています。このほか、将来に向けて、令和7(2025)年度から⼈⼯衛星データ・AI2を活⽤し
て収量を予測するための実証研究も開始しています。 

 
 
 

 
1 従来の1.70mmのふるい⽬幅で選別した収穫量も引き続き公表 
2 Artificial Intelligenceの略 
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((新新たたなな算算出出⽅⽅法法にによよるる需需給給⾒⾒通通ししをを公公表表))  
令和5/6(2023/24)、6/7(2024/25)年の需要実績と需要⾒通しに乖離が⽣じたことを受け、

令和7(2025)年9、10⽉に、令和7/8(2025/26)、8/9(2026/27)年の需給⾒通しの算出⽅法に
ついて、⾒直しを⾏いました。具体的には、需要⾒通しは、⼈⼝減少や直近の1⼈当たり
精⽶ベースの消費量の実績、インバウンド需要の動向、精⽶歩留りを考慮した幅で設定す
るとともに、これを検証するものとして、とう精数量・精⽶歩留りの実績を踏まえた需要
量の推計を⾏うこととしました。⽣産⾒通しについては、需要⾒通しに対して余裕を持っ
て設定するという考えの下、令和8(2026)年産の主⾷⽤⽶等の⽣産量の⾒通しとしては、
令和8/9(2026/27)年の需要⾒通しの上位値に合わせ余裕を持って設定し、今後の⽣産量や
需要量の変動の把握に努め、必要に応じて柔軟に⾒直していくこととしました。このため、
収穫量の確定値や最新のとう精数量、精⽶歩留り等を踏まえて更新し、令和8(2026)年3⽉
に公表した需給⾒通しにおいて、同年6⽉末時点の⺠間在庫量の⾒通しは⽞⽶ベースで221
〜234万tとなっており、直近10年程度で最も⾼い在庫⽔準に相当する⾒込みです(図図表表  特特
--1100)。さらに、需給を把握するためには、⽞⽶ベースのみでなく、精⽶ベースでの把握も
必要なことから、精⽶ベースでの需給⾒通しの公表も⾏うこととしました。 

 

 
  
((⾷⾷料料シシスステテムム法法にに基基づづくく⽶⽶ののココスストト指指標標作作成成にに向向けけてて検検討討))  

⽶の⽣産コストは、近年の肥料・農薬等の物財費や⼈件費の上昇の影響を受けています。 

図表 特-10 主⾷⽤⽶等の需給⾒通し 
(令和7/8(2025/26)年の主⾷⽤⽶等の需給⾒通し) 

(令和8/9(2026/27)年の主⾷⽤⽶等の需給⾒通し) 

資料：農林⽔産省「⽶穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」(令和8(2026)年3⽉公表)を基に作成 
 

（単位：万t）
⽞⽶ベース 精⽶ベース

155 138
747 663

 うち⽣産者ふるい⽬幅以上 718
 うち⽣産者ふるい⽬幅未満のうち、
 主⾷⽤への供給⾒込量

29

23 21
925 823

691〜704 614〜626
221〜234 197〜208

令和7/8(2025/26)年主⾷⽤⽶等供給量計
     令和7/8(2025/26)年主⾷⽤⽶等需要量
     令和8(2026)年6⽉末⺠間在庫量

 令和7(2025)年6⽉末⺠間在庫量
 令和7(2025)年産主⾷⽤⽶等⽣産量

令和7/8(2025/26)年政府備蓄⽶供給量

（単位：万t）
⽞⽶ベース 精⽶ベース

221〜234 197〜208
711 630〜635

932〜945 826〜844
696〜711 622〜630
221〜249 196〜222  令和9(2027)年6⽉末⺠間在庫量

令和8/9(2026/27)年主⾷⽤⽶等供給量計

  令和8(2026)年6⽉末⺠間在庫量
  令和8(2026)年産主⾷⽤⽶等⽣産量

  令和8/9(2026/27)年主⾷⽤⽶等需要量

 

((33))  ⽶⽶のの価価格格⾼⾼騰騰のの要要因因とと対対応応のの検検証証をを踏踏ままええたた対対応応策策とと今今後後にに向向けけてて  
((⽣⽣産産量量にに関関すするる統統計計調調査査のの精精度度向向上上にに向向けけたた取取組組をを実実施施))  

⽔稲の収穫量に関する統計については、⽣産現場の実感と乖離があるとの指摘があった
ことを踏まえ、その要因の分析と⾒直しを⾏い、⽣産現場の実感に合った情報の提供と、
精度向上に取り組みました。 

具体的には、令和6(2024)年産までは、過去30年のトレンドを基にした平年収量との⽐
較である「作況指数」を公表していましたが、近年の⾼温等が収量に与える影響を⼗分に
反映できておらず、⽣産現場の実感との乖離の要因となっていました。このため、令和
7(2025)年産から、作況指数に替えて、直近5年中3年の平均収量と⽐較する「作況単収指
数」を新たに公表することとしました。 

また、主⾷⽤⽶の収穫量を把握するためのふるい⽬幅を⽣産者が使⽤している⼤きなも
のに変更しました。具体的には、⽶は、収穫後、ふるい等により選別されますが、統計調
査では、主⾷⽤として供給される可能性のある⽞⽶の全量を把握することを⽬的としてお
り、1.70mmのふるい⽬幅で選別して、主⾷⽤⽶の収穫量を算定していました。⼀⽅、⽣
産現場では、品位を⾼めるため、より⼤きなふるいを⽤いて選別し、このふるいに残った
⽶を収穫量として認識していました。このため、⽣産者が使⽤するふるい⽬幅と統計調査
で使⽤するふるい⽬幅が異なることが、実感との乖離の要因となっていました。このこと
から、新たに⽣産者が使⽤するふるい⽬幅ベースで主⾷⽤の収穫量を算定し公表すること
としました1。 

このほか、⽩
しろ

未 熟 粒
みじゅくりゅう

、 着 ⾊ 粒
ちゃくしょくりゅう

、胴割
どうわれ

粒
りゅう

等の割合を新たに公表するなど、公表内容
を⾒直しました。さらに、都道府県や農業団体等の関係機関から気象や病⾍害の被害情報
等をきめ細かに収集し、調査結果に反映するなどの取組を⾏いました。 

⽣産者が使⽤しているふるい⽬幅(1.80〜1.90mm)ベースでの令和7(2025)年産の収穫量
(主⾷⽤)は、718万1千tと、前年産に⽐べ10.2%増加しました。これは、同年産⽶の備蓄⽶
の買⼊れを中⽌したことや、新規需要⽶等からの作付転換等があったため、主⾷⽤作付⾯
積が136万7千haと、前年産に⽐べ8.6%増加したことに加え、10a当たり収量が526kgと、
前年産に⽐べ1.3%増加したことによるものです。これまで公表していたふるい⽬幅
1.70mmベースでの収穫量(主⾷⽤)で⾒ると、746万8千tと、前年産に⽐べ10.0%増加して
います。 

くわえて、精度向上に向けて、⽣産者の収穫量データを活⽤した新たな調査⼿法の導⼊
に向けた取組を進めています。具体的には、令和7(2025)、8(2026)年産において、試⾏的
に⽣産者等から収穫量に関するデータを収集するなどのほか、⽣産者団体の乾燥調製施設
のデータについて、統計的に活⽤可能か検証するなど、調査⼿法を検証した上で、令和
9(2027)年産から、⽣産者等の収穫量データを活⽤した調査の本格導⼊を⽬指すこととし
ています。このほか、将来に向けて、令和7(2025)年度から⼈⼯衛星データ・AI2を活⽤し
て収量を予測するための実証研究も開始しています。 

 
 
 

 
1 従来の1.70mmのふるい⽬幅で選別した収穫量も引き続き公表 
2 Artificial Intelligenceの略 
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画(以下「基本計画」という。)では、令和12(2030)年に「⽶・パックご飯・⽶粉及び⽶粉
製品」として、35.3万tの輸出量の達成を⽬指すこととしており、輸出の伸びを更に加速さ
せるため、⽇本⾷のプロモーションや商流構築、国内外を⼀貫してつなぐサプライチェー
ンのモデル構築、おにぎり屋、⽇本⾷レストランといった⽇系外⾷企業の海外進出や、農
地の集積・集約化や⼤区画化、多収品種の作付拡⼤等の⽣産性向上に取り組む⼤規模輸出
産地の形成等を推進していきます。 
  
((酒酒造造好好適適⽶⽶のの安安定定供供給給にに向向けけたた取取組組をを実実施施))  

主⾷⽤⽶の価格⾼騰等に伴い、主⾷⽤⽶の作付けが増加して、醸造⽤に適した酒造好適
⽶の作付けが減少したため、事業者から⽇本酒原料⽶の確保を⼼配する声が出ていました。
このため、産地と実需の連携強化の下、⽣産性向上等に取り組む酒造好適⽶⽣産者への⽀
援に取り組むこととしています。 

また、我が国の「伝統的酒造り」1という観点からも重要な酒造好適⽶の安定的な⽣産・
供給に向け、「⽇本酒原料⽶の安定取引に向けた情報交換会」を毎年開催し、⽇本酒原料⽶
の⽣産者団体と実需者である酒造組合との間で情報共有を図っています。 

 
((⾷⾷糧糧法法のの改改正正をを検検討討))  

⽶価⾼騰の要因及び政府備蓄⽶の売渡しの対応を検証する中で、農林⽔産省が多様化す
る流通実態を把握できていなかったことや政府備蓄⽶の売渡⼿続に時間を要し、機動性を
⽋くという課題が明らかになりました。 

このため、⽶の安定供給に向けて、国が流通実態をより正確に把握し、その流通状況に
応じて適確な対応を⾏えるよう、⾷糧法の改正を検討しています。 

具体的には、⽶の流通が多様化していることを踏まえ、⽶穀を取り扱う事業者について、
届出の対象を拡⼤するとともに、⽶の在庫数量等の定期報告制度を創設することとしてい
ます。 

また、備蓄制度については、⽣産量の減少による供給不⾜に加えて、需要量の増加等に
よる供給不⾜にも備えて保有できるよう、備蓄の保有⽬的を⾒直すとともに、備蓄⽶の迅
速な流通を可能にするため、政府備蓄を補完するものとして、⺠間備蓄制度を創設するこ
ととしています。 

あわせて、⽶の需要を拡⼤し、これに応じた⽣産を推進するために、⽶の需要の減少を
前提とした⽣産調整に関する規定を廃⽌するとともに、⽣産者は需要に応じた⽣産に主体
的に努⼒すること、政府は輸出等により需要を拡⼤しつつ、需要に応じた⽣産を促進する
こと等を明記することとしています。 

 
((⽔⽔⽥⽥政政策策のの⾒⾒直直ししにに向向けけてて))  

農業者の急減という農業構造の変化に対応し、農業⽣産の維持・拡⼤を図り、⾷料安全
保障を確保するためには、少数の農業者がより多くの農業⽣産を担う農業構造へ転換すべ
く、⽣産性向上を図る必要があります。 

このため、基本計画に基づき、⽔⽥政策について、作物ごとの⽣産性向上等への⽀援へ
と転換する⽅向で、令和9(2027)年度から根本的に⾒直すこととしています。 

 
1 令和6(2024)年12⽉にユネスコ無形⽂化遺産に登録 

 

このような中で、⾷料システム法1に基づき、⽶の合理的な費⽤を考慮した価格形成を推
進するため、コスト指標の作成等を通じて、⽣産から販売に⾄る各段階で掛かっているコ
ストを明確にしていくこととしています。 

⽣産・流通・販売等の関係者を委員とする「コス
ト指標作成等委員会」2が開催され、令和7(2025)年
12⽉から⽶のコスト指標の作成⽅法等の検討が⾏
われ、令和8(2026)年3⽉に⽶のコスト指標のイメー
ジを公表しました。 

 
((⽶⽶のの⽣⽣産産性性向向上上やや国国内内外外のの需需要要開開拓拓にに向向けけたた取取組組をを推推進進))  

我が国の⽔⽥農業を維持するとともに、⾷料安全保障を確
保していくためには、⽣産者⾃らが⽶の様々な需要に応じた
⽣産を⾏える環境を整えるとともに、より効率的な⽣産体制
の構築や流通の合理化、⽶粉の利⽤促進、輸出による⽶の国
内外の需要開拓を図ることが重要です。 

このため、産地・⽣産者による多様な⽤途の⽶の作付判断に資するきめ細かな情報提供
を⾏うほか、農業の構造転換のための農地の⼤区画化、共同利⽤施設の再編集約・合理化
といった施策に集中的に取り組んでいるところです。また、育苗・⽥植作業が不要となる
直 播

ちょくはん
栽培等の普及や、再⽣⼆期作等の新たな技術の確⽴、近年の⾼温による影響等を踏

まえた⾼温耐性・多収品種への切換えを推進するとともに、多様化する実需者ニーズに対
応するための流通等の共同化の取組や、⼩売事業者等と⽣産性向上に取り組む産地との⻑
期契約に基づく直接取引等のモデル構築への⽀援により、⽶の流通構造の合理化・効率化
等を推進することとしています。 

⽶粉については、延べ14万⼈を超えるフォロワー数を獲得した⽶粉情報サイト「⽶粉タ
イムズ」に加え、「⽶コ塾」による情報発信や新商品開発への取組⽀援等を進めてきた結果、
⽶粉の特徴を活かしたおいしい商品が次々と開発され、飲⾷店や量販店等において⽶粉を
使⽤したメニューや⽶粉パン等が定番商品となるなど、令和6(2024)年度の⽶粉の需要量
は5.6万tと、令和2(2020)年度に⽐べ2万t増加しました。更なる市場規模の拡⼤に向けては、
輸出も含めた新たな市場ニーズを捉えた商品開発への⽀援やSNSを活⽤した⽶粉レシピの
ライブ動画の配信、外⾷チェーン店と連携したグルメフェアの開催による喫⾷機会の拡⼤
等を通じた新たな需要の創出を図るとともに、⽶粉加⼯に適した専⽤品種の開発・普及等
による需要の増加に対応した⽶粉⽤⽶の⽣産量の確保と⽣産コストの削減を推進すること
としています。 

⽶・パックご飯・加⼯⽶飯・⽶粉及び⽶粉製品の輸出については、認定農林⽔産物・⾷
品輸出促進団体3(以下「認定品⽬団体」という。)である⼀般社団法⼈全⽇本コメ・コメ関
連⾷品輸出促進協議会等による、業界⼀体となったプロモーション等への⽀援を⾏うなど、
官⺠で⽇本産⽶の需要拡⼤に取り組んできた結果、令和7(2025)年の輸出量は約4.8万tとな
り、直近5年間で約2.3倍に拡⼤しました。同年4⽉に閣議決定した⾷料・農業・農村基本計

 
1 第4章第2節及び第3節を参照 
2 ⽶の需給・価格等に関する情報提供を⾏っている、公益社団法⼈⽶穀安定供給確保⽀援機構が、委員会の事務局を担当 
3 第3章第2節を参照 

⽶⽶粉粉をを使使⽤⽤ししたたススフフレレシショョココララ  
資料：株式会社モンサンクレール 

⽶⽶ののココスストト指指標標  
((公公益益社社団団法法⼈⼈⽶⽶穀穀安安定定供供給給確確保保⽀⽀援援機機構構))  

URL：https://www.komenet.jp/costindicate/ 
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画(以下「基本計画」という。)では、令和12(2030)年に「⽶・パックご飯・⽶粉及び⽶粉
製品」として、35.3万tの輸出量の達成を⽬指すこととしており、輸出の伸びを更に加速さ
せるため、⽇本⾷のプロモーションや商流構築、国内外を⼀貫してつなぐサプライチェー
ンのモデル構築、おにぎり屋、⽇本⾷レストランといった⽇系外⾷企業の海外進出や、農
地の集積・集約化や⼤区画化、多収品種の作付拡⼤等の⽣産性向上に取り組む⼤規模輸出
産地の形成等を推進していきます。 
  
((酒酒造造好好適適⽶⽶のの安安定定供供給給にに向向けけたた取取組組をを実実施施))  

主⾷⽤⽶の価格⾼騰等に伴い、主⾷⽤⽶の作付けが増加して、醸造⽤に適した酒造好適
⽶の作付けが減少したため、事業者から⽇本酒原料⽶の確保を⼼配する声が出ていました。
このため、産地と実需の連携強化の下、⽣産性向上等に取り組む酒造好適⽶⽣産者への⽀
援に取り組むこととしています。 

また、我が国の「伝統的酒造り」1という観点からも重要な酒造好適⽶の安定的な⽣産・
供給に向け、「⽇本酒原料⽶の安定取引に向けた情報交換会」を毎年開催し、⽇本酒原料⽶
の⽣産者団体と実需者である酒造組合との間で情報共有を図っています。 

 
((⾷⾷糧糧法法のの改改正正をを検検討討))  

⽶価⾼騰の要因及び政府備蓄⽶の売渡しの対応を検証する中で、農林⽔産省が多様化す
る流通実態を把握できていなかったことや政府備蓄⽶の売渡⼿続に時間を要し、機動性を
⽋くという課題が明らかになりました。 

このため、⽶の安定供給に向けて、国が流通実態をより正確に把握し、その流通状況に
応じて適確な対応を⾏えるよう、⾷糧法の改正を検討しています。 

具体的には、⽶の流通が多様化していることを踏まえ、⽶穀を取り扱う事業者について、
届出の対象を拡⼤するとともに、⽶の在庫数量等の定期報告制度を創設することとしてい
ます。 

また、備蓄制度については、⽣産量の減少による供給不⾜に加えて、需要量の増加等に
よる供給不⾜にも備えて保有できるよう、備蓄の保有⽬的を⾒直すとともに、備蓄⽶の迅
速な流通を可能にするため、政府備蓄を補完するものとして、⺠間備蓄制度を創設するこ
ととしています。 

あわせて、⽶の需要を拡⼤し、これに応じた⽣産を推進するために、⽶の需要の減少を
前提とした⽣産調整に関する規定を廃⽌するとともに、⽣産者は需要に応じた⽣産に主体
的に努⼒すること、政府は輸出等により需要を拡⼤しつつ、需要に応じた⽣産を促進する
こと等を明記することとしています。 

 
((⽔⽔⽥⽥政政策策のの⾒⾒直直ししにに向向けけてて))  

農業者の急減という農業構造の変化に対応し、農業⽣産の維持・拡⼤を図り、⾷料安全
保障を確保するためには、少数の農業者がより多くの農業⽣産を担う農業構造へ転換すべ
く、⽣産性向上を図る必要があります。 

このため、基本計画に基づき、⽔⽥政策について、作物ごとの⽣産性向上等への⽀援へ
と転換する⽅向で、令和9(2027)年度から根本的に⾒直すこととしています。 

 
1 令和6(2024)年12⽉にユネスコ無形⽂化遺産に登録 

 

このような中で、⾷料システム法1に基づき、⽶の合理的な費⽤を考慮した価格形成を推
進するため、コスト指標の作成等を通じて、⽣産から販売に⾄る各段階で掛かっているコ
ストを明確にしていくこととしています。 

⽣産・流通・販売等の関係者を委員とする「コス
ト指標作成等委員会」2が開催され、令和7(2025)年
12⽉から⽶のコスト指標の作成⽅法等の検討が⾏
われ、令和8(2026)年3⽉に⽶のコスト指標のイメー
ジを公表しました。 

 
((⽶⽶のの⽣⽣産産性性向向上上やや国国内内外外のの需需要要開開拓拓にに向向けけたた取取組組をを推推進進))  

我が国の⽔⽥農業を維持するとともに、⾷料安全保障を確
保していくためには、⽣産者⾃らが⽶の様々な需要に応じた
⽣産を⾏える環境を整えるとともに、より効率的な⽣産体制
の構築や流通の合理化、⽶粉の利⽤促進、輸出による⽶の国
内外の需要開拓を図ることが重要です。 

このため、産地・⽣産者による多様な⽤途の⽶の作付判断に資するきめ細かな情報提供
を⾏うほか、農業の構造転換のための農地の⼤区画化、共同利⽤施設の再編集約・合理化
といった施策に集中的に取り組んでいるところです。また、育苗・⽥植作業が不要となる
直 播
ちょくはん

栽培等の普及や、再⽣⼆期作等の新たな技術の確⽴、近年の⾼温による影響等を踏
まえた⾼温耐性・多収品種への切換えを推進するとともに、多様化する実需者ニーズに対
応するための流通等の共同化の取組や、⼩売事業者等と⽣産性向上に取り組む産地との⻑
期契約に基づく直接取引等のモデル構築への⽀援により、⽶の流通構造の合理化・効率化
等を推進することとしています。 

⽶粉については、延べ14万⼈を超えるフォロワー数を獲得した⽶粉情報サイト「⽶粉タ
イムズ」に加え、「⽶コ塾」による情報発信や新商品開発への取組⽀援等を進めてきた結果、
⽶粉の特徴を活かしたおいしい商品が次々と開発され、飲⾷店や量販店等において⽶粉を
使⽤したメニューや⽶粉パン等が定番商品となるなど、令和6(2024)年度の⽶粉の需要量
は5.6万tと、令和2(2020)年度に⽐べ2万t増加しました。更なる市場規模の拡⼤に向けては、
輸出も含めた新たな市場ニーズを捉えた商品開発への⽀援やSNSを活⽤した⽶粉レシピの
ライブ動画の配信、外⾷チェーン店と連携したグルメフェアの開催による喫⾷機会の拡⼤
等を通じた新たな需要の創出を図るとともに、⽶粉加⼯に適した専⽤品種の開発・普及等
による需要の増加に対応した⽶粉⽤⽶の⽣産量の確保と⽣産コストの削減を推進すること
としています。 

⽶・パックご飯・加⼯⽶飯・⽶粉及び⽶粉製品の輸出については、認定農林⽔産物・⾷
品輸出促進団体3(以下「認定品⽬団体」という。)である⼀般社団法⼈全⽇本コメ・コメ関
連⾷品輸出促進協議会等による、業界⼀体となったプロモーション等への⽀援を⾏うなど、
官⺠で⽇本産⽶の需要拡⼤に取り組んできた結果、令和7(2025)年の輸出量は約4.8万tとな
り、直近5年間で約2.3倍に拡⼤しました。同年4⽉に閣議決定した⾷料・農業・農村基本計

 
1 第4章第2節及び第3節を参照 
2 ⽶の需給・価格等に関する情報提供を⾏っている、公益社団法⼈⽶穀安定供給確保⽀援機構が、委員会の事務局を担当 
3 第3章第2節を参照 

⽶⽶粉粉をを使使⽤⽤ししたたススフフレレシショョココララ  
資料：株式会社モンサンクレール 

⽶⽶ののココスストト指指標標  
((公公益益社社団団法法⼈⼈⽶⽶穀穀安安定定供供給給確確保保⽀⽀援援機機構構))  

URL：https://www.komenet.jp/costindicate/ 
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